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DESKPOWER 


EK50U, EK30U 


♦2 章で説明している主な内容 



電源の入れ方/切 D 方 




音量調節 


C 


さ部の名称と働を 


(2 

FMV 取扱ガイド 后 


パソコンの取り巧い 


周迅機器の 

設置/設定/増設 


お手入れ 




取り扱い上が主意 


貪 


仕様一覧 


明るさ調節 


FUJITSU 















ニュアルのご案内 



冊子のマニュアル 


スタートガイド （1 設置編2七ットアップ編） 




使い始めるまでの準備はこれでバッチリ 

♦ r スタートガイド1設置編』 

• r スタートガイド吕セットアップ編』 


FMV 取巧ガイド 


FMV テレビ操作ガイド 


FMV 

FMV 田 n ガイド 



I ( … 


國画 

緑] 

I '口田 


♦各部の名称と働き 
♦パソコンの取り扱し、 

-電源の入れ方/切り方 
-音量の調節 
-輝度の調節など 
♦周辺機器の設置/設定/増設 
♦お手入れ 
♦仕様一覧 



テレビチューナー内蔵機種に添付 


•テレビについて 

-テレビの見かた 
-緑画のしかた 
-保存のしかた 

♦テレビなどに関ずる Q&A 


トラブル解ミ夫ガイド 


ヴポート & ヴー ビスのご案内 


FMV 

参 7 イ U カパ'リ 

FMV : r 

W 血;巧，江リ •") 一" 

トラ， ル》 がィド 1^777^ 

♦バックアップ 

、似 

♦トラブル解決 Q& A 

柿-[■的-ビス0細!！：甄 

層圏 曲 

•IJ カバ IJ (ご購入時の状態に戻ず） 

[0IN 

罔 

担な j : '思： 

1賊ミ溫 S ； 品; 1: K.K 
nffisa 、 

區 

♦廃棄-リサイクル 


♦ユーザー登録*特典 
• AzbyClub のご案内 
♦困ったとさは 
♦故障かな？と思ったとさは 
♦お問い合わせ先 
♦操作指導サービス 
♦お問い合わせ票/修理依頼票 


この他にも、マニュアルや重要なお知5せなどの紙、冊子類びあります。 



画面で見る7ニユアル 


説明しているまな内容 

♦パソコンの基本 
♦セキュ U ティが策 
♦インターネット /E メール 
♦ FMV 使いこなし事例集 
♦パソコン本体の取り扱い 
♦周辺機器の接続 
♦添付ソフトウェアー覧 
♦困ったとさの Q&A 

※この他にも、役に立つ情報が 
盛りだくさんです。 


を 



テクニカルコミュニケーター協会が定める 
「画面で見るマニュアル標華マーク」です。 


画面で見るマニュアルの始め方 

©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「 FMV 画面で見るマニュアル」 
の順にクリック 




























































































参照の探し方 


冊子のマニュアルの本文内に、 》 p 「****** (文書番号）」とある 
場合は、『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


r 




資園 

▼ Windows の画面について 


文書ま号： 》 p の横にある巨巧の数字 


^『画面で見る マニュアル』 》皆 「920日10」 で検索 


[Windows の画面と各部の名称」 


V 





▼ 


文書を号（巨柄の数字）を入力して 
r 巧索する J をク U ック 


アルバーシ3ン«巧ツ1.( 2 



を ) fmV 

画面で見るマニュアル 


〇文書を号（巨柄の数字）を入力 
〇 r 巧索する J をク y ツク 



文書番号の内客び表巧 



旧次」、「検索」、「索引」など、 
他にもいろいろな探し方びあり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の0 
をクリックしてください。 
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安をにお使いいただ < ために 


このマニュアルには、本製品をま全に正し<お使いいただ<ための重要な情報び記載されています。 
本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、 D 『安むしてお使いいただく 
ために』の「ま全上のごま意」をよくお読みになり、理解された5えで本製品をお使い<ださい。 
また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覧になれるよ5大切にイ呆曽してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび若干 
異なることびあ D ます。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続 
されているケーブル類を省略していることびあります。 

まをにお使いいただくための給記号について 

このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いいただ 
を、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるち害や損害を、未然に防止するための目印となるち 
のです。その表示と意味はなのよ5になっています。内容をよくご理解のラえ、お読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t する可能性または重傷を負ラ巧 
能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可能性があること、およ 
び物的損害のみび発生する可能性びあることを示しています。 


また、を害や損害の内容びどのよ5なちのかをおすために、上記の絵表示と同時になの記号を使って 
います。 


A 

A で示した記号は、警告•を意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中やその 
脇には、具体的な警告内容び示されています。 

0 

( S で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。記号 
の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただ<内容であることを告げるちのです。記号の中やそ 
の脇には、具体的な指示内容が示されています。 


4 でり iH 貴导ュ g ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














本文中の記号について 


本文中に記載されている記号には、なのよラな意味びあります。 


巧重要 

お使いになるとをにを意していただをたいことや、してはいけないことを記述していま 
す。必ずお読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 


参照先を記述しています。 

鲁國 

参照していただをたいマニュアルを記述しています。 

D 

冊テのマニュアルを表しています。 

臂 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動ちまについて、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD-ROM/ DVD-ROM を表してし、ます。 


製品の呼び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよラに略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista™ Home Basic 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Home Basic 

Windows Vista™ Home Premium 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Home Premium 

Windows Vista™ Ultimate 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Ultimate 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD/DVD ド'ライブ 

PS/2 キーボード（ワンタッチボタン付、 10 已キー） 

キーボードまたは PS/2 キーボード 

横スク□ール機能付 US 目マウス（光学式） 

マウスまたは US 目マウス 

F M V 画面で見るマニュアル V1 .0 

画面で見るマニュアル 
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商標および著作権について 


Microsoft、Windows、Windows Vista、Aero は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における着録商標または商標でず。 
インテル、 Intel、 インテル Core および Celeron は、アメリカ合就国およびその他の国における Intel Corporation またはその子を社の登録商標ま 
たは商標でず。 

その化の宮製品をは、宮社の商標、または登録商標でず。 

その他の各數品は、各社の善作物でず。 


All Rights Reserved.Copyri 居 h 惚 FUJITSU LIMITED 2007 


ドルビー、 DOLBY、AC-3、 プ□□ジック及びダブル D 記号はドルビーラボラト U— スの商標です。 


当社は、国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして本製品び国際エネルギースタープ□グラムの対象製品に関する基準を満た 
していると判断します。 



6 でり1= 貴主; f ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 








第 1 章 

る部のち频と働を 

パソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 
ここでは、代表的な機能を説明しています。 


1パソコン本体前面 . 8 

2パソコン本体側面 . 9 

3パソコン本体背面 . 11 

4パソコン本体内部 . 12 

已キーボード . 13 













る部のちがと働を 


パソコン本体前面 



通風孔 


液晶ディスプレイ 
マイク端テいぐ） 

へッドホン端子 （0) 

ディスクアクセスランプ （0) 
電源/スタンバイランプ（①) 
電源ボタン（む） 

スピーカー 

ブライトネスボ IJ ユーム 
スイーベル 


a . 通風化 

パソコン本体内部と外部の空気を交換して熱を逃びすた 
めの開孔部です。 

b . 液晶ディスプレイ 

パソコンの画面を表示します。 

C- マイク端子 

巿販のプラグインパワータイプのマイクを接続します。 

d . へッ ドホン端子 

巿販のへッドホンを接続しまず。 

e . ディスクアクセスランプ 

A — ドディスクのデータを読み書さしているとさに点滅 
します。 


f . 電源/スタンバイランプ 

パソコン本体の電源び入っているとをは緑色、ス U —プ時 
はオレンジに点灯します。 

邑•電源ボタン （••► P .16) 

パソコン本体の電源を入れるとをと切るときに押しまず。 

h . スピーカー 

パソコンの宣声を出力しまず。 

L ブライトネスボリユーム （••► P .24) 

画面の明るさを調節します。 

j . スイーベル 

パソコン本体を左ちに回輯して見やすい角度に調整しま 
す。 


パソコン本体前面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は;欠のマこュアルをご覧<ださい。 
營圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000270」で検索 

-「る部の名称と働を：バソコン本体前面」 


8 でり1= 貴主; f ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 























































る部のをがと働き 


2 パソコン本体側面 


D 


パソコン本なち側面 


a . インレット 
b . メインスイッチ 



a . インレット 

パソコン本体の電源ケーブルを接続します。 

b - メインスイッチ 

パソコン本体の電源を完全に切る場合に「オフ」にしまず。 
「 I 」側び「オン」で「〇」側び「オフ」です。 

C. スーパーマルチドライブ {••► P .2 白） 

CD や DVD のデータの読み出しや書を込みをしたり、音 
楽 CD を再生したりします。 


d . CD アクセスランプ 

CD や DVD のデータを読み書さしているとさに点打しま 
す。 

e . CD / DVD 取 D 出しボタン 

スーパーマルチドライブにディスクをセツトする、または 
取り出すとさに押します。 


パソコン本体左側面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は;欠のマこュアルをご覧<ださい。 
營圃 

^『画面で見るマニュアル』 >〉 P 「000280」で検索 

-「各部の名称と働さ：バソコン本体側面」^「バソコン本体左側面 J 


バソコン本体側面 9 

















































パソコン本なち側面 



b - ラインイン端子 

オーディオ機器などの宣声出力端子を接続します。 

C. ディスプレイコネクタ 

別売のアナ□グディスプレイなど、外部ディスプレイを接 
続するためのコネクタです。 

d . USB コネクタ （••► P •呂 2) 

デジタルカメラ、プ U ンタなどの US 日規格の周辺機器を 
接続するためのコネクタです。 


f . マウスコネクタ 

PS /2 マウスを接続します。 

邑.キーボー ドコネクタ 

PS /2 キーボードを接続します。 

h . 通風孔 

パソコン本体内部と外部の空気を交換して熱を逃びずた 
めの開孔部です。 


パソコン本体ち側面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧<ださい。 

養願 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000280」で検索 

一「各部の名称と働を：バソコン本体側面」一「バソコン本体ち側面」 

コネクタカバーの取りかし/取り付けち法については、「コネクタカバーを取りかす/取り付ける」 
(••► P .39) をご覧ください。 


10 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 


























































る部のをがと圃き 


3 パソコン本体背面 




通風孔 


ケーブルホール 
通風孔 

コネクタカバー 

□ックボタン 

盗難防止用□ック 
取り付け巧 

通風孔 

ケーブルホール 


3. 通風化 

パソコン本体内部と外部の空気を交換して熱を逃びすた 
めの開孔部です。 


b . ケーブルホール 

キーボードケーブル、マウスケープル、 USB ケーブル、 
LAN ケーブル、ディスプレイケーブルなどを外部に出す 
ための巧です。 


C. コネクタ カバー 
d . □ックボタン 

コネクタカバーを取りがすとをに押します。 


e . 巧難巧止用□ック取0巧け巧 

盗難防止巧ケープルを接続でをます。 


パソコン本体背面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧ください。 
資國 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000300」で検索 

-「各部の名称と働を：バソコン本体背面」 


バソコン本体背面 11 





































































a. メモ！ J ス□ツト 



a . メモリス□ット （"► P .41) 

増設するメモ I 」を取り付けられまず。 

パソコン本体内部の各部の名称と働をについて、詳しい説明は;欠のマニュアルをご覧ください。 
貸圃 

^ r 画面で見るマニュアル』 》 p 「0002日0」で検索 

一「咨部の名称と働を：バソコン本体内部」 


12 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














旨 .空白 （ Space) キー 
■ h. Fn キ_ 


Shift キー 

Caps Lock / 英数キー 


— k . 音量調節 ボタン 

— I . テンキー 


エンター 

• m. Enter キー 
-n . カーソルキー 


a. 半ち/をちキー 

文字を入力するとをに、半角と全角を切り替えます。全角 
にずると、日本語入力びでをます。 

b. Esc キー 

実行中の作業び取り消されまず。 

C . Delete キー 

力ーソルのち側にある 1 文字を削隙するとをに使います。 
また、選択されているファイルやアイコン、文字列を削除 
します。 

d. Back Sp 曰 ce キー 

カーソルの左側の文字び削除されます。 

0 . ワンタッチボタン {"►P.2 呂） 

インターネットの接続などを行います。 

f. スタンバイボタン 

パソコン本体を省電力状態にするときに押します。 

邑.ま白 （ Space) キー 

空白を入力できます。 


h. Fn キー 

このキーを押しなびら!_ I で囲まれたキーを押すと、 

カーソルを行の先頭に移動したり、文書の先頭に移動した 
0でをます。 

し Sh け t キー 

區 m を押しなびら文字キーを押すと、キーの上段に刻印 
されている文字や記号び入力でをます。 

j. Caps Lock / 巧数キー 

アルファべッ 卜の大文字/ル文字を切り替えます。 

k. 音量調節ボタン {••►P.23) 

ノてソコン本体の宣量を調節します。 

しテンキー 

数字や記号を入力でさまず。 

m. Enter キー 

入力した文字を確定するとをなどに使います。 

リターン（改行）キーとをいいます。 

n. カーソルキー 

カーソルび上下左ちに移動します。 


キーボードの各部の名称と働をについて、その他のキーや詳しい説明は次のマこユアルをご覧<ださ 
い。 

資圃 


^『画面で見るマニュアル J » P 「000220」で検索 


「各部の名称と働き：キーボー问 


る部のをがと圃き 


5 キー ボード 



a. 半角/を角キー 

エスケーフ 

b. Esc キー 


デ IJ - 卜 

C . Delete キー 

バックスべース 

d. 目 ackSpace キー 


.e. ワンタッチボタン 
.1 スタンバイボタン 
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1 電源を入れる/切る . 

2音量を調節する . 

3画面の明るさを調節する . 

4ワンタッチボタンを使う . 

已 CD / DVD を使ラ . 

6マウスを使う . 

7 LAN (有線 LAN ) 機能を使ラ 


パソコンの取り扱い 

最初に確認していたださたいことと、使用上の注意事項などを 
説明しています。 


6 3 4 5 6 2 3 
12 2 2 2 3 3 














パソコンの巧 0 巧い 


I 電源を入れる/切る 

電源の入れちと切りちはとてち重要です。正しいち法を覚えて<ださい。 

A ミ主意 

A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 

0 ' 電源を入れた状態で持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 

故障の原因となります。 


接続を確認する 


電源を入れる前に、ケーブル類び正しく接続されているか確認してください。 



16 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 

















































































電源を入れる 


ここでは電源の入れちのラち Windows を起動するち法を説明しています。 


が重要 

電源を入れるとさのを意 

-電源を切った後は、巧に電源を入れ直すまで10秒 
ほどお待ちください。 

• バソコンに巧などのカバーをかけている場合は、化 
ずそれらを完全に取り外してから電源を入れてくだ 
さい。ノ（ソコンの通風孔などび巧などでふさびれた 
まま使用すると、バソコン内部に熱びこちり、動作 
不良や本体カノ（一の変おび起さることびあります。 

-電源を入れた後は、手順已の画面び表示されるまで 
は電源を切6ないでください。手順已の画面び表示 
される前に電源を切ると、バソコンの動作び不安定 
になります。 

しば S く操作しないと 

電源を入れた状態でしばらく（約已分間）操作しない 

と、動画（スク U —ンセーバー）び表示されたり、画 

面び真っ暗になったりすることびありますび、電源び切れたわけではありません。これはバソ 

コンの省電力機能び働いている状態です。 

マウスを動かしたり、キーボードの匹]匹]固]固]や [10 D のどれかを巧したりすると、元 

の画面に戻ります。 



1 

2 

3 


パソコンに接続をれている機器の電源を入れます。 


電源ケーブルびコンセントに接続をれていない場合は、電源プラグをコン 
セントに是し込みます。 


パソコン本体を側面にあるメインスイッチを r I J 側に切り替えます。 

■バソコン本体左側面 
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が重要 

コンセントに接続ずると 

電源ケーブルをコンセントに接続し、メインスイッチを「 I 」側に切り替えると、 
数秒間電源/スタンバイランプび点灯して電源び入ったよラな状態になりますが、 
故障ではありません。 


勺 電源ボタンを巧します。 

電源/スタンバイランプび点なし、画面にさまざまな文字などび表示されます。そのまま、しば 
らくお待ちください。 



5 このよ5な画面び表示をれたことを確認します。 



(画面は機種や状況により異なります) 


P POINT 

Windows が起動しない場合 

電源を入れてち Windows び起動しない場含は、なのマニュアルをご覧ください。 

養願 

D 『トラブル解ずガイド』 

一 「Q&A 集」一「パソコンがおかしいと壬の Q&A 集」一 r 起動/終了」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 













電源を切る 


ここでは電源の切りちのラち Windows を終了するち法を説明しています。 

このパソコンを使わないときは、 Windows を終了せずに「待機状態（ス U - プ)」にしておくことも 
できます。ス U - プする方法については、「パソコンを待機状態にする/復帰させる」 （"► P .22) を 
ご覧ください。 

1 それまで巧っていた作業を終了します。 

ソフトウェアを起動している場合は、作業中のデータを保ちし、ソフトウェアを終了します。 
例えばワープ□ソフトを使って文書を作成中の場含は、文書データを保存し、ワープ□ソフトを 
終了します。 

PPOINT 

ソフトウェアを終了しなかった場合 

ソフトウェアを起動したままでちこれ故降の操作を進められますが、途中で作業中の 
データを保存するか確認する><ツセージび表示されることがあります。誤動作の原因 
となるので、あらかじめデータを保存した後、ソフトウェアを終了してください。 

A CD や DVD などがセツトされていた5、パソコン本体を側面の CD/DVD 
取り出しボタンを巧して取り出します。 

■パソコン本体左側面 



にれ LU 降のイラストは機種や状況により異なります) 


P POINT 

CD や DVD などを入れたままだと 

パソコンの電源を切ってしまラと、 CD や DVD などは取り出せません。 
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3 電源ボタンを巧します。 

しばらくすると Windows が終了し、電源び自動的に切れます（画面び暗くなり、電源/スタン 
バイランプび消えます)。 Windows が終了するまでにしばらく（約20秒）時間びかかります 
が、そのままお待ちください。 



が重要 

電源ボタンは巧し続けないで < ださい 

電源ボタンを4秒！;!上押し続けると、 Windows などの正常な終了処理びでをない 
まま、強制的に電源び切れてしまいます。 


厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 

























P POINT 

r スタート」メニューか s ち電源び切れまず 

1. ©(スタート）一の B 一「シャットダウン」の順にク U ックし 
ます。 

パソコンの電源が切れます（画面が暗くなり、電源/スタンバイランプが消え 
ます)。 Windows が終了するまでにしばらく（約20秒）時間がかかりますが、 
そのままお待ちください。 

パソコンの電源び切れない場合 

パソコンが動かな<なり（マウスやキーボードが操作でをないなど）、電源が切れな 
いとをは、次のマニュアルをご覧ください。 

胃願 

D 『トラブル辭ミ夹ガイド』 

一 「Q&A 集」一「パソコンがおかしいとさの Q&A 集」一 r 起動/終了」 



それでち電源が切れないとさは、電源ボタンを4秒！;!上押し続けて、強制的に電源を 
切って < ださい。 

電源を切った後、電源/スタンバイランプび消えている（電源び切れている）ことを 
確認してください。電源/スタンバイランプびオレンジ色に点灯しているとをは、ス 
U —プ状態になっているため電源び切れていません。ちラー度電源ボタンを4秒故上 
押し続けて電源を切ってください。 

パソコンを長期間お使いにな S ない場合 

長期間お使いにならない場含は、パソコン本体左側面のインスイッチを「〇」側に 
切り替えてください。 

4 パソコンに接続されている機器の電源を切ります。 


電源を入れる/切る 
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パソコンを待機が態にする/復帰させる 


このパソコンを使わないとさは、パソコンの電源を切らずに待機状態にしておくと、なにパソコンを 
使ラとをにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス1」ープとイ木止状態びあ D ます。ここでは、パソコンをス U —プする方法と、スリープ 
から復帰するち法について説明します。 

PPOINTV 

巧の場合はパソコンの電源を切つてください 

-バソコンを長期間使わないとを 

-バソコンの動作び遅くなったり、正常に動作しなくなったとき 
いったんバソコンの電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

電源の切り方については、「電源を切る」 （"► P .1 日）をご覧ください。 


パソコンをスリープする 


1 ® (スタート）一 E ■をク y ックします。 

バソコンびス U - プします。ス U - プ中は、電源/スタンバイランプびオレンジ色に点なします。 


菌 


Windows カレン ター 
Windows ミーテイングスぺース 


すべてのプログラム 


コント□—ルバネル 


既定のプ□グラム 


〜レプとサボート 



スリープか6復帰する 


1 パソコン本体の 電源ボタンを巧します。 

パソコンびス U —プから復帰（レジューム）します。電源ボタンは 4 秒故上押し続けないでく 
ださい。パソコンの電源び切れてしまいます。 

夕 POINT , 

スリープについて 

パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモ U に保をして、パソコンを待機状態にす 
ることです。ス U —プ中は、メモ U に保存したデータなどを保持するために少しずつ電力を消費 
しています。 

ス1」ープゃ体止状態については、なのマニュアルちご覽ください。 

營圃 

^『画面で見るマニュアル』「000410」で検索 

-「省電力機能を使ラ J 


22 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
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パソコンの巧目巧い 


音量を調節ずる 


ここでは、キーボードの音量調節ボタンから音量を調節するち法について説明します。 
キーボードの音量調節ボタンは、 Windows び起動している場合に音量を調節できます。 


キーボードち側にある音量調節ボタンを押して、適切な音量に調節しま 
す。 


ボ1」ュームボタン（一）を巧すとルさく、ボ U ュームボタン （+) を巧すと大をくなります。 


Mute (消音）ボタンを巧すと音び消え、画面ち下の通知領域にある表示び由に変わります。ち 
う一度押すと元の音量に戻り、表おちかに戻ります。 

6 
6 
6 
6 
6 



ボ U ュームボタン （_) - Q —— 

が 


ボ IJ ユームボタン （+ ) 
Mute (消音）ボタン 



(イラストは機種や状況により異なります) 


通知巧巧の り)) (音量）など、他の方法でを音量を調節でをまず。 

養願 

▼ 他のち法で音量を調節ずる場合 
^『画面で見るマニュアル 』 »p roool 日 0 」で検索 
-「音量を調節ずる」 
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バソコンの巧 0 巧い 


画面の明るをを調節ずる 


ここでは、液晶ディスプレイの明るさを調節するち法について説明します。 

パソコン本体前面のブライトネスボ U ュームを回して、液晶ディスプレイの明るさを変更す 
ることびでさます。 

I パソコン本体前面にあるブライトネスボリュームを回して、適切な巧るさ 
に調節します。 

ブライトネスボ U ュームをちに回すと明るく、ちに回すと暗くなります。 



(イラストは機種やげ況により異なります) 


詳しくは、なのマニュアルをご覧ください。 

營圃 

^『画面で見るマニュアル 』 》p roooisoj で検索 

一「液晶ディスプレイの明るさを変更する」 


24 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
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パソコンの巧目巧い 


ワンタッチボタンを使5 


ワンタッチボタンは、パソコンの各種機能を呼び出すためのボタンです。ボタンを押すだけ 
でソフトウエアの起動や E —ルの受信などび行えまず。 



メール 

インターネット 
メこユー 
バックアップ 
サポート 



a. Application ボタン 1 / メール 

メールソフトび起動します。 

b. Application ボタン 2 /インターネット 

[Internet Explorer] び起動します。 

C. Application ボタン 3 /メニュー 

「©メニュー」び起動します。 


d. Application ボタン 4 /バックアップ 

「FM かんたんバックアップ」び起動します。 

e. Application ボタン呂/サポート 

「画面で見るマニュアル」び起動します。 


P POINT 

r ユーザーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合 

ワンタッチボタンを押して「ユーヴーアカウント制御」ウィンドウび表示された場含は、「続行」 
をク U ックしてください。「続行」び表示されずに r 管理ちアカウント」び表示されている場合は、 
そのアカウントのパスワードを入力してから roK 」 をク U ックしてください。 

貸圃 

▼ ワンタッチボタンについて 

^『画面で見るマニュアル』 〉〉 P 「000330」で検索 
一「各部の名称と働き：ワンタッチボタン」 
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ここでは、このパソコンで使えるディスクをパソコンにセツトしたり取り出したりする方法 
について説明します。 


このパソコンでほえるディスク/ほえないディスク 


巧えるディスク 

このパソコンでは、 8 cm の CD または 12 cm の CD 和 DVD がお使いになれます。 

なお、 CD 和 DVD にはさまざまな種類があります。このパソコンでお使いになることのでをる CD 和 
DVD は、次のとお0です。 

• CD 

CD - ROM 、 音楽 CD 、 フォト CD 、 ビデオ CD 、 CD - R 、 CD - RW を表します。 

• DVD 

DVD + RW 、 DVD + R 、 DVD+R DL DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD-R DL DVD - ROM 、 DVD - VIDEO 、 
DVD - RAM を表します。 

このパソコンの CD / DVD ドライブの読み込み/書さ込み/書を換え速度については、「パソコン本体 
の仕様」 （••► P .62) をご覧ください。 


が重要 

DVD-RAM について 

. カート U ツジなしタイプまたはカート U ツジからディスクが取り出せるタイプをご購入くだ 
さい。カート U ツジに入れた状態で使用するタイプ （ Typel ) は使用でをません。また、無 
理に取り出して使わないでください。 

- 2.6 G 目および已 .2 G 目のディスクは、使用でをません。 

-1目倍速対応のディスク （ DVD - RAM 2) は、使用でをません。 


巧えないディスク 


次のディスクはお使いにならないでください。 

• 円形！;(外の異形ディスク（星型やカード型などの変形ディスク） 

このパソコンは円形のディスクのみお使いになれます。 

円お攻外の異形ディスクをお使いになると故障する場含びあります。 

異形ディスクをお使いになり故障した場含は保証の対象外となります。 

• 規格外の厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面び薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場含び 
おります。 

規格外の DVD 媒体をお使いになり故障した場含は保証の対象外となります。 


26 ^ 01 マこュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 








•市販のク U —こングディスク、レンズク U —ナー 
市販のク U —ニングディスク、レンズク U —ナーをお使いになると、をにコ‘ミを集めてしまい、 CD/DVD 
ドライブのレンズがミちれてしまラ場合がありますので、お使いにならないでください。 

• 中むに穴のあいていないディスク 
• 傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内で破損する場合びあります。 

推奨ディスク 


次のディスクの使用を推奨します。 

下記政外のディスクをお使いの場含は、書を込み/書さ換え速度が低下することがあります。また、正 
常に書さ込み/書さ換えがでさない場合和再生でをない場含があります。 

なお、富±通サプライ品は、富±通コワーコ株式会社の取り扱い品です。 

お問い合わせ先 

富±通コワーコ株式尝社お客様総合センター 
電言舌： 01 20- 己0己-27吕 

受付時間：目;日〇〜17:30 (± •曰-祝曰-年末年始除く） 

URL : http://jp.fujitsu.com/coworco/ 



• CD-R 

太陽誘電： CDR80WTY、CDR80WPY、CDR-74WPY 

• CD-RW 

富±通サプライ品： CD-RW74/0241410 

王菱化学メディア： SW74 日 U1、SW80QUK SW74EU1、SW80EU1 

• DVD-RAM 

松下電器： LM-HC47M (4.7G 目、力ート U ツジ無)、 

LM-HB47MA (4.7G 目、力ート U ツジ有、取り出し巧)、 
LM-HB94M (9.4G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立マクセル： DRM47C.1P (4.7G 目、カート U ツジ無)、 

DRMC47C.1P (4.7G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
DRMC94C.1P (9.4G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
DRM120C.1P A (4.7G 目、力ート U ツジ無)、 
DRMC240C.1P A (9.4G 目、カート U ツジ有、取り出し巧) 

• DVD-R 

太陽誘電： DR-47WTY 
王菱化学 ディア： DHR47JP 

• DVD-R DL 

王菱イヒ学メディア： DHR8 已 YP1、DHR8 已 H1 

• DVD-RW 

王菱化学メディア： DHW47R1 

• DVD+R 

太陽誘電： DR+47WTY 
王菱化学 ディア： DTR47JP 

• DVD+R DL 

王菱化学 ディア： DTR8 已 H1 

• DVD+RW 

リコー: D8RWD-S1CW 

資圃 

▼ このパソコンで使えるディスクや使えないディスクについて 
&『画面で見るマニュアル J » p 「000050」で検索 

一「このバソコンで使えるディスク/使えないディスク」 
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ディスクをパソコンにセツトする/取り出す 


ディスクをセットする 

ディスクは、パソコンの電源が入っている状態のとをにセットでさます。 

A ミ主意 

A - ディスクをセットするとさ、および取り出すとさには、 CD/DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けびの原因となることがあります。 

I パソコン本体:を側面の CD / DVD 取り出しボタンを巧します。 

ディスクをセツトするトレーび少し出てをます。 

■パソコン本体左側面 



にれ降のイラストは 機種 や状況により異なります) 


28 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 





トレーを手で引を出します。 

トレーを手で持って引を出してください。 
■パソコン本体左側面 



パソコンにディスクをセツトします。 

ディスクのレーベル面を手前側に（両面タイプの DVD-RAM の場含は、データの読み取り/書 
を込みを巧ラ面を裏側に）して、トレーの中央の突起にディスクの巧を含わせ、 r パチン」とい 
ラ音がするまでしっかりとはめ込んでください。このとを、パソコン本体が転倒しないよラト 
レーを手で押さえてください。 

をちんとはめ込まないと、再生で去なかったり、ディスクび取り出せなくなったりすることがあ 
0ます。 

■パソコン本体左側面 



突起 




CD/DVD を使う 29 


トレーを手で r カチッ J とい5音がするまで巧します。 

トレーがパソコン本体に入ります。ディスクがセットされ、 CD アクセスランプび点なします。 
CD アクセスランプが消えたことを確認してから、次の操作に進んでください。 

ディスクによっては、セツトすると自動的に起動するちのちあります。 

■パソコン本体左側面 



P POINT 


r 自動再生」ウィンドウが表示された場合 



ディスクをセツトした後に、「自動再生」ウィンドウび表示された場含は、@をク U ックしてくだ 
さい。 


徊面は機種や状況により異なります) 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














ディスクを取り出す 


ディスクは、パソコンの電源び入つている状態のとさに取り出すことびでをます。 


A 注意 

A •ディスクをセットするとき、および取り出すときには、 CD/DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 



1 ディスクをほつているソフトウェアびあれば、終了します。 

ム CD アクセスランプびミ肖えていることを確認し、パソコン本体を側面の 
CD / DVD 取り出しボタンを押します。 

ディスクがセットされたトレーが少し出てをます。 

3 トレーを手で引を出します。 

トレーを手で持って引を出してください。 

4 ディスクを取り出します。 

5 トレーを手で r カチッ J とい5音びするまで巧します。 


このパソコンででまることのご紹な 

画面で見るマニュアルでは、次のよラなことを説明しています。 

この他にち様々な機能がありますので、詳しくは画面で見るマニュアルをご覧ください。 

霞願 

▼ DVD を見る 

▼ ディスクにデータを保存ずる 

▼ CD に音楽を保存ずる 

を]『画面で見るマニュアル』 

一「8.添付ソフトウェアー覧（カテゴリ別)」一 rCD.DVD」 

▼音楽 CD を聴く 
^『画面で見るマニュアル』 

一「8.添付ソフトウェアー覧（カテゴリ別)」一「音楽•音声」一「パソコンで音楽を楽しむ」 


CD/DVD を使ラ 31 






ここでは、 US 目マウス（光学式）について説明します。 


光学式マウスについて 


マウスのし<み 

光学式マウスには、裏面に光学式読み取りセンサーび付いています。マウスを机の上などですべらせ 
ると、マウス裏面から出された赤い光の陰影を光学式センサーで検知し、画面上のマウスポインタび 
動くよラになっています。 


読み取り 

センサー 



が学式マウスをお使いになる上でのミち意事頂 


光学式マウスは、机の上だけでなく、紙の上などでちお使いになることびでをますび、なのよラなち 
のの表面では正しく動作しない場合びあります。 

• 鏡やガラスなど、反射しやずいちの 
• 巧巧びあるちの 

-濃激のはつを D した搞模様や巧のちの{木目調など） 

• 網点の印刷物など、同じパターンが連続しているちの 

光学式センサーは机などと接触せずにマウスの動をを検巧しているため、特にマウスパッドなどの必 
要はありませんび、マウス本体は机などと接触しているため、傷び付きやすい机やテーブルの上では、 
マウスパッドなどをお使いになることをお勧めします。 

マウスパッドをお使いになる場合は、明るい色の無地のマウスパッドをお使いになることをお勧めし 
ます。光学式マウス対応のマウスパッドち巿販されています。 


32 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
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パソコンの巧目巧い 


LAN (有線 LAN ) 機能を巧う 


LAN (有線 LAN ) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、主にインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 



このパソコンでは、なのちのび標準で準備されています。 
• LAN コネクタ （ LAN ケーフル用） 

1000 BASE - T / 1 00 BASE - TX /1 0 BASE-T 準拠 


インターネツトをほラとをの接続例 


なのイラストは、パソコンとブロードバンドモデムを LAN ケーブルで接続している一例です。ネット 
ワークのお態によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったものをご購入ください。 



ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覽ください。 

貸閣 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「3日0010」で検索 

一「ネットワークの種類やしくみ」 


LAN (有線 LAN ) 機能を使 5 33 








LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合に必要なものなどを説明します。 

ここでは、フ□-ドバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 

化要なをのを用意する 

このパソコンの他に、なのちのび必要です。 

• ブロードバンドモデム 

ADSL モデム、ケープルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダにより異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータををちんと目的の場所（パ 
ソコンやプ U ンタなど）に届けるための機器です。 

一般的には、 LAN と外部のネットワーク（インターネット）を結ぶために使われます。 

複数台のパソコンを接続する場含は必要です。ブ□ー ドバンドモデムに内蔵されている場合ちあります。 
なお、1000 BASE - T の通信を行うためには、1000目 ASE - T に対応したものを使用してください。 

• 八ブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器です。 

複数台のパソコンを接続する場含に必要です。ルーターに内蔵されている場合ちあります。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、1000目 ASE - T に対応したちのを使用してください。 

• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合ったちのび必要です。接続するネットワーク機器のマニュア 
ルをご覧になり、必要なちのをご用意ください。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、エン八ンストカテコ ’ U 已（カテゴリ已 E ) 1；(上の LAN ケーブル 
を使用してください。 

LAN を使うための設定 

LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーブルで接続し、ネットワークの設定を行いま 
す。インターネットに接続する場合は、プ□バイダより提供されるマニュアルに従って、機器の設定 
をして < ださい。 

接続、設定の方法については、なのマニュアルでち説明しています。 

營閣 

む『画面で見るマニュアル』「000100」で検索 

「 LAN を使う」 


34 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





1 周辺機器をお使いになる場合 . 

2コネクタカバーを取り外す/取り付ける 

3 メモ U の増設/交換 . 

4 USB 機器を接続する . 


_ 第3章 

周远機巧の設置/設定/増設 

周辺機器の使用上の注意やメモ1」の増やし方などを説明してい 
ます。目的に合わせてお読みください。 


6 9 12 
3 3 4 5 












周巧な巧#の設置/醜/増設 


周逆機巧をお使いになる場合 


ここでは、><モリなどの周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたいことにつ 
いて説明します。 

A 警告 

A -周辺機器の取り付けや取り外しを巧ラとさは、パソコン本体および接続されている機器の電源を 
^ 切り、電源プラグをコンセントか6抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 

〇 •周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電■火災の原因となります。また、パソコン本体および周 
辺機器が故障する原因となります。 


周辺機器とは？ 


メモ1」、プリンタ、デジタルカメラなどの装置のことです。パソコン本体内部に取り付けたり、パソ 
コンの各コネクタに接続したりします。 

周辺機器をパソコン本体内部やパソコン本体ち側面に取0付ける場合は、コネクタカバーを取0かす 
必要びあります。コネクタカバーの取り外し方と取り付けちについては、「コネクタカバーを取りかす 
/取り付ける」 （"► P .39) をご覽ください。 


周辺機器を取り付けると 


メモリを取り付けてパソコンの処理能力を上げたり、プ U ンタを接続して印刷したりなど、パソコン 
ででをることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでをます。 


36 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 










周辺機器を取り付けるには 


周辺機器の取り付けちについて、本マニュアル内では、「メモ1」の増設/交換」 （••► P .41)、 「 USB 機 
器を接続する」 （••► P . 已 2) を記載しています。また、画面で見るマニュアルでち紹介しています。 
お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覧ください。 


資圃 

^『画面で見るマニュアル』 

一「已.バソコン本体の取り扱い」または「日.周辺機器の接続」 

r 画面で見るマニュアル J で調べる 

I 表巧をれる画面の中か百取り付けたい周辺機器をクリックします。 

例えば、プ U ンタを接続する場合は、「6.周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をクリツ 
クします。 



(画面は機種や状況により異なります) 



周辺機器をお使いになる場合 37 


























周辺機器の取り巧い上のを意 


周辺機器を取り付けるとをは、次のことに注意して<ださい。 

-间辺機器は、鮮社純正品をお使いいただくことをお勧めしまず 

純正品び用意されている周辺機器にっいては、純正品政外を取り付けて、正常に動かなかったり、パソ 
コンが故障してち、保証の対象外となります。 

純正品び用意されていない周辺機器については、このパソコンに対応しているかどラかをお使いの周辺 
機器メーカーにご確認ください。 

• 周辺機器に添付のドライバがお使いの Windows にが応しているか確認してくだをい 

お使いになる周辺機器のドライバびお使いの Windows に対応していないと、その周辺機器はお使いに 
なれません。必ずお使いの Windows に対応したちのをご用意ください。 

• ドライバなどがフ□ッピーディスクで添付されている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッピーディスクで提供されているちのびあります。そ 
の場合は、オプションの FDD ユニット ( USB ) ( FMF □-已 IS または FMF □-已 1 SZ ) をご購入になり、 
ドライバをインストールしてください。 

- ACPI に巧応した周辺機器をお使いくだをい 

このパソコンは 、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）によって電源制御を行っていますので、 
周辺機器ち AC 円に対応している必要びあります。 

ACPI に対応していない周辺機器をお使いの場含は、増設した機器やパソコンび正常に動作しなくなるこ 
とがあります。周辺機器が ACPI に対応しているかどうかは、周辺機器 X —力一にお問い含わせください。 
また、このパソコンの ACPI モードは、スリーブ （ACPI S 3) に設定されています。 

- — 度に取〇付ける周辺機おは1つだけにしてください 

一度に複数の周辺機器を取り付けると、ドライバのインストールなどが正常に行われないおそれびあり 
ます。1っの周辺機器の取り付けび終了して、動作確認を行ってから、別の周辺機器を取り付けて<だ 
さい。 

• パソコンおよび接続をれている機器の電源を切って<だをい 

安全のため、必ず電源プラグをコンセントから巧いてください。パソコンの電源を切った状態でち、パ 
ソコン本体内部には電流が流れています。パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 ► 
P .19) をご覧ください。 

• 電源を切った直をは作業をしないで<だをい 

電源を切った直媛は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラグをコンセ 
ントから巧いた後10分ほど待ってから作業を始がてください。 

• 電源ユニットは分解しないで<ださい 

電源ユニットは、パソコン本体内部の底部側にある箱形の部品です。 

-内部のケーブル類や装置の扱いに注意して<だをい 

傷を付けたり、加工したりしないでください。また、ねじったり、極端に曲げたりしないでください。 

• 柔6かい巧の上などで作業して<だをい 

固いちのの上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷び付くおそれびあります。 

-静電気にを意して<だをい 

内蔵周辺機器は、基板や電モ部品びむさだしになっています。これらは、人体に発生する静電気によっ 
て損傷を受ける場含びあります。取り扱ラ前に、一度大さな金属質のちのに手を触れるなどして静電気 
を放電してください。 

• 基板表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでくだをい 

金具の部分や、基板のふちを持っよラにしてください。 

-周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるちのが一般的ですが、パソコン本体より後に 
電源を入れるわのちあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 


38 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 
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設定/増設 


コネクタカバーを取りかず/取り付ける 


ここでは、コネクタカバーの取り外しちと取り付けちについて説明します。 


が重要 

周辺機器の取り付け手順を印刷しておいて< ださい 

操作の途中で電源を切る必要のある周辺機器については、「画面で見るマニュアル」の該当ペー 
ジの先頭ににのぺージは印刷しておくと便利です」と記載されています。操作を始める前に、 
「画面で見るマニュアル」の該当ページをプ U ンタで印刷してご覧ください。 

メモ U については、「メモ U の増設/交換」 （••► P .41) をご覧ください。 



P POINT 

コネクタカバーの取り外し手順/取り付け手順の動画を見ることびできまず 


ヴポートぺージ （ httpy / azby . fmworld . net / suppo け/)で、メモ U の取り付け手順の動画がご 
覧になれます。 


コネクタカパーを取りがす 


1 パソコン本体ち側面のコネクタカバーを巧をえなび百、□ックボタンを巧 
します。 

コネクタ カバーび 外れます。 



にれな降のイラストは機種やげ況により異なります) 


コネクタカバーを取り外す/取り付ける 39 























コネクタカパーを取り付ける 


コネクタカバーのツメ （8 ヶ所）を、パソコン本体のツメ巧 （8 ヶ所）に 
合わせて取り付け、上にスライドします。 



が重要 

コネクタカバーを取り付けるときは、ツメとツメ穴を合わせてください 

コネクタカバーのすべてのツメびバソコン本体のツメ巧に入っていることを確認してくださ 
しん巧の図の丸で囲んだ部分びツメとツメ穴です。 



40 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 











































パソコンに取り付けられるメモ U を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げる 
ことびでさます。ここでは、メモ U を増やすち法について説明します。 


メモリの取り付け場所 

メモリは、パソコン本体内部のメモ1」ス□ットに取り付けます。 




メモ1」の増設/交換 41 



















が要なをのを用意する 


メモリけ広お RAM (ラム）モジユール) 

なのメモ U び取り付けられます。 

• FMVDM 已1 KS 3 :已1 2 MB (已1 2 MB 1枚） 

• FMVDM 2 GKS 3 :乙 GB (1 GB 2 枚組） 


メモリの組み合わせ表 


なの表で、メモ U の容量とメモ U ス □ットの組み合わせを確認してください。 

なの表しツがの組み合わせにすると、パソコンび正常に動作しない場合びあります。 


■ EK 50 U をおほいの方 


総容量 

><モ11スロット1 

><モ11ス□ット2 

1 GB に購入時） 

已 12 M 目 

已 12 M 目 

2 GB 馬大） 

1 GB 蛙1〕蛙2〕 

1 G 目駐1〕駐2〕 


ま1:あらかじめ取り付けられているメモ IJ を交換します。 

ま吕：弊社純正品の同じ容量のメモリを2枚1組で取り付けてください。 


■ EK 30 U をお使いの方 


総容量 

メモ U ス□ット1 

><モ11ス□ット2 

已 12 M 目（ご購入時） 

已 12 M 目 

なし 

1 GB 

已 12 M 目 

已 12 M 目駐1〕 

2 GB 馬大） 

1 GB 蛙2〕蛙3〕 

1 GB 蛙3〕 


注1:聘社御正品を取り付けて < ださい。 

ま2:あらかじめ取り付けられている文モ U を交換しまず。 

ま3 :弊社紳正品の同じ容量のメモリを2枚1組で取り付けてください。 


42 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 


















メモリの取り扱い上のを意 


A 言口 

A ■ メモ U の取り付けまたは交換を行ラとをは、バソコン本体および接続されている機器の電源を切 
^ り、電源プラグをコンセントか6巧いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電'乂災または故障の原因となります。 


A ミ主意 

0 - メモ U の取り付けまたは交換を行ラとをは、指定された場所しソ外のネジはがさないでください。 

指定された場所!;■(外のネジをがすと、けびをするおそれびあります。また、故障の原因となるこ 
とびあ0ます。 

® - 基板表面上の突起物には手を触れないでください。 

けびをするおそれびあります。また、故障の原因となることびあります。 



メモリを取り付けるとをのを意 


• メモ U を取り付けるとをは、メモ U の差し込み方向をお確かめのラえ、確実に差し込んでください。 
誤ってメモ1」を逆方向に差したり、差し込みび不完全だったりすると、故障の原因となることびあ 
ります。 

• メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気により破壊さ 
れる場合びあります。メモ1」を取り扱ラ前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を放電して 
<ださい。 

• メモ1」は何度も抜を差ししないでください。故障の原因となることびあります。 

• メモ1」の表面の端テやに部分に触れて押さないでください。また、メモ1」に強い力をかけないよ 
ラにしてください。 

• メモ1」びラまく取り付けられないとをは、無理にメモ1」を取り付けず、いったんメモ1」を抜いてか 
ら再度メモ1」を取 D 付け直してください。 

• メモ U は下図のようにふちを持ってください。金色の線び入っている部分（端子）には、絶対に手 
を触れないでください。 


この部分には手を触れないでください。 



• パソコン本体の電源を切った状態でち、パソコン本体内部には電流び流れています。必ず電源プラ 
グをコンセントから抜いたことを確認してください。 
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メモリを増やす 


A 言口 

A - メモ1」の取り付けや取りがしを行ラとをなど、本体カバーをあける場合は、バソコン本体および 
接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセントか6巧いた後、しばらく経ってか6 
本体カバーを開けて<ださい。落雷び起さた場合に感電の原因となります。 

ここでは、メモ U を増やす方法を説明します。 

P POINT 

メモリの取り付け手順の動画を見ることびできまず 

ヴポートぺージ （ http :// azby . fmw 日 rid . net / support /) で、メモ U の取り付け手順の動画びご 
覧になれます。 

1 パソコン本体および接続をれている機器の電源を切り、電源プラグをコン 
セントか百巧をます。 

ム パソコン本体のディスプレイのち度を垂直にします。 

〇 パソコン本体の背面が上になるように、パソコン本体を横にします。 

パソコン本体の上面が手前になるよラにしてください。 

作業は厚手のやわらかい巧を敷いた平坦な台の上でしてください。特に、液晶ディスプレイに突 
起物があたらないようにしてください。 



が重要 

パソコン本体は重量がありまず 

パソコン本体を横にするとさは、衝撃を与えたり、落下させないよう充分ごを意く 
ださい。 


44 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 









r コネクタカパーを取り外す j (••► P .39) をご覧になり、パソコン本体ち 
側面のコネクタカバーを取りかします。 


上部のカパーを取りかします。 

「 PULL 」 と刻印びある部分をち側にスライドさせ、手前に引いてください。 



本付:カバーを取りかします。 

バソコン本体上部のネジにヶ巧）を取り外し、底部を巧さえて、本体カバーを手前にスライド 
させて < ださい。 

お使いの機種により、本体カノ（一の取り外しび硬く感じる場合びあります。 
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7 メモリの取り付け場所とメモリ容量の組み合わせを確認します。 

メモ U の取り付け場所については、「メモ U の取り付け場所」 （••► P .41) をご覧ください。メ 
モ U の容量と組み合わせについては、「><モ U の組み含わせ表」 （••► P .42) をご覧ください。 


512 MB のメモリを 1 GB に増やず場合は、手順日へ進んでくだをい。 

8 メモリを取りかします。 

メモ U を押さえている両側のツメを左ちに開くと、><モリが少し斜めに持ち上がるので、両手で 
><モリのふちを持って斜め上の方向に引っ張り、ス□ットから取り外します。 



が重要 

メモリを取りがずときの注意 

- ><モリス□ットの両側のツメを外側に開くとさに、指をはさまないよラにごを意 
<ださい。 

-ツメを勢いよく外側へ開くと、メモ U び飛び出し、故障の原因となることびあり 
ますので、ごを意ください。 

9 新しいメモリをメモリス□ットに差し込みます。 

端子に切り込みが入っている部分から端までの距離が長いほラを底部に向けて、メモ U ス□ット 
正面からまっすぐに差し込んでください。 

2 G 目にする場合は、><モリス□ット1、メモ U ス□ット2の順に差し込みます。 



厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 










10 r パチン j と音びするまで下に脚します。 

メモ U を押さえている両側のツメび、をちんとはまったことを確認してください。 




が重要 


メモリを取り付けるとさは 

-端子やにに觸れないよラにして、両手でメモ U のふちを持って取り付けてくだ 
さい。 

-メモ U の表面の端子やに部分に触れて押さないでください。また、メモ U に強 
い力をかけないよラにして < ださい。 

-メモ U びうまく取り付けられないとをは、無理にメモ U を取り付けず、いったん 
メモ U を抜いてから再度メモ U を取り付け直してください。無理にメモ U を取り 
付けようとすると、メモ U やコネクタが破損する原因となります。 

メモリの向さについて 

メモ U の方向をよく確認して正し < 差し込んで < ださい。無理に差し込むと故障の 
原因となります。 
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11 本体カバーを取口付けます。 

本体カバーを線にあわせてまっすぐに下ろし、本体カバーとパソコン本体のツ x が合ラように、 
パソコン本体の底部に向けて突を当たるまでスライドさせてください。 



1 Z 手順6で取りかしたネジ （2 ケ所）を取り付けます。 



貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






13 上部のカバーを取り付けます。 

カバー中央の線とパソコン本体中央の線を合わせてカバーを下ろし、左側にスライドさせて<だ 
さい。 




1^ r コネクタカバーを取りけける J (••► P .40) をご覧になり、コネクタカ 
パーをパソコン本体に取りけけます。 

15 パソコン本体を立てます。 

バソコン本体を立てたら、ディスプレイを見やすいち度に調節してください。 


が重要 

パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を立てるとさは、衝撃を与えたり、落下させないよラ充分ごを意くだ 
さい。 


続いて、メモ U び正しく取り付けられたかメモ U 容量を確認しましよ5 (••► P . 已0)。 
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メモ u 容量を確認する 


メモ1」を取り付けた後、増やしたメモ1」び使える状態になっているかを確認してください。 

必ず、本体カノ（一を取り付けてから確認作業を行ってください。 

1 パソコン本体の電源を入れます。 

「電源を入れる」 （••► P .17) をご覧ください。 

P POINT 

画面に何ち表示されないときは 

メモ U が正し<取り付けられていないと、パソコンの電源を入れたとさ画面に何ち表 
示されない場合びあります。 

その場合は、電源ボタンを4秒！;(上巧し続けてバソコンの電源を切り、電源プラグを 
抜いた後、メモ1」を取り付け直してください。 

ム @(スタート）一 r コントロールパネル J 一 r システムとメンテナンス J 
- r システム J の順にクリックします。 

〇 丸で囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかを確認し 
ます。 



メモリ容量 


><モリ容量の表示はお使いのパソコンによって異なります。 

このパソコンではメモ U の一部をグラフィック用メモ U として使用するため、実際の><モリ容量 
より少なく表示されます。 

お使いのシステム構成によっては、さらに1〜 2 M 目少なく表示される場含びあります。 


50 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 












4 roKj をクリックします。 


メモ U 容量の数値が増えていなかった場含は、次のことを確認して<ださい。 
• 増やしたメモ U がこのパソコンで使える種類のちのか 
「必要なちのを用意する」 （••►P.42) 


• メモ U がメモ U ス□ットにさちんと差し込まれているか 
「Xモ U を増やす」 （••►P.44) 


• 正しいス□ットに取り付けられているか 
「Xモ U の取り付け場所」 （••►P.41) 

• メモ U を正し<組みをわせているか 
「><モ U の組み合わせ表」 （••►P.42) 
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ここでは、 USB 機器をお使いになる上でのを意点や接続ち法について説明します。 

パソコン本はに US 己機器を接続する 


P POINT 

USB 機器を接続するとさのを意 

-お使いの USB 機器によっては、抜を差しするとをにパソコン本体の電源を切る必要のあるち 
のびあります。詳しくは US 目機器のマニュアルをご覧ください。 

-オプションの FDD ユニット (USB) (FMF □-已 IS または FMFD- 已 1SZ) をお使いの場含は、 
電源を切った状態でなさ差ししてください。 

-パソコン本体の電源を切らずに US 目機器を巧を差しする場合は、已秒ほど間隔をおいてくだ 
さい。 

-お使いの US 目機器によっては、パソコン本体の電源を切ってち US 目機器の LED 等が点灯ま 
たは点滅する場合があります。 


1 USB 機器に USB ケーブルを接続します。 

ケーブルの接続のしかたについては、 USB 機器のマニュアルをご覧ください。 

Z r コネクタカバーを取りかす J (••► P .39) をご覽になり、パソコン本な:ち 
側面のコネクタカパーを取りがしまず。 

3 パソコン本体:ち側面の USB コネクタに USB 機器のケーブルを接続しま 

US 目ケーブルのコネクタの ff] をちにして差し込んでください。 

ケーブルを接続した後、「八ードウエアのインストール」ウィンドウび表示された場含は、「続 
行」をク U ックしてドライバのインストールを続けてください。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


52 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 












4 r コネクタカパーを取りけける j ("► P .40) をご覧になり、コネクタカ 
パーをパソコン本体に取り付けます。 

5 ドライパをインストールします。 

ドライバをインストールしなくても、接続するだけで使える USB 機器もあります。詳しくは、 
USB 機器のマニュアルをご覧ください。 


PPOINT 

正常に動作しない場合 

パソコン本体の電源び入っている状態で接続後、正常に動作しない場含は、いったん 
USB 機器を取り外してください。その後、パソコン本体の電源を切ってから接続し 
直してください。 



US 己機器を取りがす 


パソコンの状態によって、操作び異なります。 

• 電源び入っている場合は、手順 1 から行ってください。 
• 電源び切れている場合は、手順 3 のみ行ってください。 


P POINT 

電源が入つている場合 

電源が入っている US 目機器の取り外し手順については、 US 目機器のマニュアルちご覧ください。 

1 画面ち下の通知領域にある(八ードウエアのま全な取りかし）をクリッ 
クします。 

ム r [おほいの USB 機器]をま全に取りかします J をクリックします。 

「八ードウエアの取り外し」という X ッセージが表示されます。 

0 USB 機器のケーブルを USB コネクタか百取りかします。 
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第 4 章 

お手入れ 


1 FMV のお手入れ 


已6 


55 












お手乂れ 


FMV のお手入れ 


ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについて説明します。 

A 警告 

A -お手入れをする場合は、バソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコ 
^ ンセントか6巧いた後に行ってください。 

この手順を守6ずに作業を行ラと、感電-义災または故障の原因となります。 


パソコン本なおよび添付品のお手入れ 


が重要 

巧のちのは使わないで < ださい 

シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちのや、化学ぞラさんは絶対に使わないでください。 
アルコール成分を含んだ市販のク U —ナーは使わないでください。 


パソコン本体の通風孔にほこりびたまらないように、定期的に清掃してください。 

パソコン本体やマウス、キーボードなどの巧れは、乾いた柔らかい巧で軽く拭を取ってください。 

ミちれびひどいとさは、水または中性洗剤を含ませた巧を固く絞って、拭を取ってください。中性洗剤 
を使って拭いた場合は、水に浸した巧を固く絞って、中性洗剤を巧を取って<ださい。また拭を取る 
とさは、パソコン本体や液晶ディスプレイ、マウス、キーボード、スピーカーに水び入らないよラ充 
分ま意してください。 

キーボードのキーとキーの間のほこ D などを取る場合は、ゴ5を吹を飛ばすのではなく、筆のよラな 
先の柔らかいちのを使ってゴ5を取ってください。ゴ5を吹を飛ばすと、キーボード内部にゴ5び入 
り、故障の原因となる場合びあります。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張らないで 
<ださい。 


56 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 









5^ 晶ディスプレイのお手入れ 


が重要 

次のちのは使わないで < ださい 

市販ク U —ナーは政下の成分を含んだわのびあり、画面の表面コーティングやカバーを傷つけ 
る場含がありますので、ご使用を避けてください。 

- アルカ U 性成分を含んだちの 
-界面活性剤を含んだちの 
-アルコール 成分を含んだちの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちの 
-研磨材を含んだわの 
-化学ぞラさん 
など 


液晶ディスプレイは、ガーゼなどの柔らかい巧で拭いてください。 


洗剤 



柔5かい布 




CD / DVD ドライブのお手入れ 


市販のク U- ニングディスクやレンズク U- ナーを使ラと、逆にゴ5を集めてしまい、 CD/DVD ドラ 
イブのレンズび巧れてしまラ場合びあります。故障の原因にな D ますので絶対に使わないで<ださい。 
ラまく読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどの巧れを拭を取ることで改善されること 
びあ0ます。 

拭を取り方法はディスクの種類により異なります。詳しくはディスクの説明書/レーベル等をご覧く 
ださい。 
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第 5 章 

巧り扱い上の注意 


1パソコンを移動する場をのま意 


60 
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巧 0 巧い上のを意 


パソコンを巧動ずる場合のを意 


パソコンを移動する場合のミ主意 


このパソコンは重量びあります。移動する場合は、なの点にま意してください。 

• パソコン本体の前面ち下部分（下図の A の部分）とパソコン本体の前面左下部分（下図の B の部 
分）を、両手でつかんで持ち上げて <ださい。 



• 液晶ディスプレイ部分、および本体ち側面のコネクタカバー部分は、絶巧に持たないで<ださい。 



60 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














巧巨章 


仕様-覽 


1パソコン本体の仕様 
2その他の仕様 . 


なの表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様につい口ま、なぺージからの 
仕様一覧をご覧ください。 


製品名称 

ディスフレイ 

リモコン 

テレビチューナー 

お線 LAN 

モデム 

アナ□グ 

地上 

デジタル 

BS ■ CS 

デジタル 

EK 已 0U 

17型 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

EK30U 

17型 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を選}尺した場合に添付または搭載 、X :が添付または非搭載 


2 4 
6 6 
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八ソコン本体の仕様 


磬 品ち 称 

FMV-DESKPOWER 

EK50U 

FMV-DESKPOWER 

EK30U 

CPU 

インテル® Core "™ 2 Duo プ□セツヴ ー T 已已日日 

インテル® Celeron ® M プ n セツヴー 410 

1 .6 白 GHz 

1.46 GHz 

キャッシュメモ U 

1次：目 4 KB X 2、2次： 2 MB (CPU 内蔵） 

1 次：目 4 K 巨、2次：1 MB ( CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® 94已 GM +に H 7 M チップセット 

システム-バス 

6扫 7 MHz 

已 33 MHz 

メインメモリを！ 

標準 1 GB ( PC 2 -巳 3日白デュア J レチヤ木 J レ DDR 2 
SDRAM SO - DIMM ) 

ECC なし最大 2 G 日を 3 

標華已 12 M 巨 （ PC 吕-巳30日デュアルチャネル 
DDR 2 SDRAM SO - DIMM ) 

ECC なしを 2 最大 2 G 日を 3 

メモリス□ット 

X 2 (空きス n ッ ト なし） 

X 2 (空きス□ット X 1) 

表 

术 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに内蔵 

ビデオメモ1」 

最大 224 M 日を4 (メインメモ U と共用） 1 最大目 4 M 日を4 (メインメモ U と共用） 

液晶ディスプレイを 5 

17型デジタル液晶 

解像度/発色数 

最大1280 X 1日24ドット/最大1677万色を6 

フロッピーディスク 
ドライブを 7 

F □□ユニット （ USB ) (別売） 

八ードディスク 
ドライプミち 8 

160 GB (シ IJ ア J レ ATA /1 已 0) を目 

CD / DVD ドライブ 

スーパーマルチドライブが 1 日 

才 

1 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコントロー 

チップセッ ト巧蔵 + High Definition Audio コー デック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビットステレオ（再生瞄な 11 
サンプリング周波数最大 48 kHz 、 16ビットステレオ（録音時）ま 11 
同時録音再生対応 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 000巨 ASE - 下/ 1 日日巨 ASE - TX /1 0 BASE-T 華拠 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

X 

1 

ス 

ディスプレイ 

アナ n グ R 白巨ミニ D - SU 巨1已ピン X 1 

キーボード/マウス 

PS /2 華拠 Mini - DIN 目ピン（キーボード用 x しマウス巧 x 1) 

USB をに 

USB 2.0 準拠 X 4 (ち側面 X 4) 

LAN 

RJ -4 巳 X 1 

オーディオ 

マイク：¢3.已 mm ミニジャック（入力：10日 mV 政下、入カインピーダンス ( AC ) 已 … L 义上 （ DC ) 
2 k 0 な上)、へッドホン： 03.5 mm ステレオ-ミニジャック（出力；1 mW な上、負荷インピーダンス 
320)、ラインイン：か3.已 mm ステレオ • S ニジャック、ラインアウト：ゆ3.巳 mm ステレオ ‘ S ニジャック 

電源/周波数 

AC 100 V 巳己/白 OHz 

消 

費 

電 

力 

注 13 

電源日 FF 時を W 

1.目\/\/政下 

動作時 

通苗約巳 SW 、 最大1日 4 W 、 

スタンバイ時約 2.3 W 

通常約白 2 W 、 最大1 04 W 、 

スタンバイ時約 2.3 W 

省エネ法に基づくエネルギー 

消費効率15 

j 区分日.白日白目6 ( AAA ) ミち 1 S 

j 区分日.日日4日 （ A ) を1日 

外形寸法 

W 37 已 X D 吕13 X H 39 日 mm (突超部含まず、モニタ垂直時） 

質量 

約11 .7 k 巨 

盗難防止用 n ック取り付け巧 

あり 

温湿度条件 

温度1日〜3巳で/湿度20〜8日 o/oRH (動作時)、 

温度-1日〜目日で/湿度20〜 90 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とわ結露しないこと） 

プレインス1-ール 0 S 

Windows Vista Home Premium 
( DirectX :1 日対応） 

Windows Vista Home Basic 
(团 rectX :10 対応） 

ヴポート日 S 

Windows Vista Ultimate 、 

Windows Vista Home Premium 

Windows Vista Ultimate、Windows Vista 
Home Premium、Windows Vista Home Basic 


バソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あ6かじめご了承<ださい。 
ま記については、「仕様一覧のま記について」 （••► P . SS ) をご覧ください。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 













































仕様一覧のミ i 記について 


ま1:ビデオメモリと共有しているため、「コント□—ルパネル」の「システムとメンテナンス」の「システム」では、搭載メモリサイズよりかなく 
表化されます。 

ビデオ;><モ|」の使用量は、 Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( DVMT ) により、バソコンの動作状況によって、自動的に変化します。 
ま2 : メモ U については、已 33 MHz の周波数で動作しまず。 

ま3 : ■ メインメモリの最大容量は拡張 RAM モジュール ] G 日を2枚搭載した場合でず。かならず弊社純正品の同じ容量の文モリを2枚]組で取 
D 付けてください。 

■このバソコンに取り付ける文モ U は、 PC 2 -已300対応 ( DDR 2) のものをお使いください。 

ま4 : - Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( DVMT ) を使用しているため、バソコンの動作が況により、メモ U 容量び自動的に変化し 

ます。 

■ EK 30 U の場合、メインメモ I 」1白日け上搭載時は 224 M 日です。 

ま已：-液晶ディスプレイは非常に精度の高い技術で作られておりますび、画面の一部に点巧しないドットや、常時点灯ずるドットびを在ずる場合び 
あります（有効ドット数の割合は99.99% iU 上です。有効ドット数の割合とは「対応するディスプレイの表示しラる全ドット数のラち、表 
示可能なドット数の割合」をおしていまず)。 

これらは故障ではありません。交換-返品はおをけいたしかねますのであらかじめご了承<ださい。 

■このパソコンで使用している液晶ディスプレイは、製造工程にぶ D 、 各製品で色合いび異なる摇合びあ D ます。また、温度変化などで多がの 
色むらび発生する場合びあります。 

これらは巧障ではありませんので、あらかじめご了承<ださい。 

■長時間同じ表示を続けると残像となることびありますび、故障ではありません。残像は、しばら<経つと消えまず。 

この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディスプレイの電源を切るか、スク IJ ーンセーバーの使用をお勧めしまず。 

■表示ずる条件によっては、むらおよび微かな斑点び目立つことびありまずび、巧障ではありません。 

ま白：グラフィックアクセラレータの出力ずる最大発色数は1677万色ですび、液晶ディスプレイではディヴリング機能によって、擬做的に表現さ 
れまず。 

ミ主7 : ■このバソコンにはフ□ッピーディスクドライブは内蔵されていません。オプション品の FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己] S または FMFD - 
已 1 SZ ) をお買いホめの上、お使いください。 

なお、 FDD ユニットの接続と取り外しは、おず電源を切った状態で行ってください。 

■ FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 已 IS または FMFD - 己 1 SZ ) を接続すると、デスクトップのみ/ (コンピュータ）内にドライプび表おされ、 
フ□ッピーディスクドライブとして使ラことびでさまず。 

■ FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 巳 1 SZ ) では、巧のフ□ッピーディスクは使用で舌ません。 

- 0 ASYS 文書フ□ッピィ 

- 640 KB でフォー マッ トしたフ □ッ ピーディスク 

■ FDD ユニット （ USB ) ( FMFD -51 S または FMFD -51 SZ ) では、巧のフ□ッピーディスクは、データの読み書きはでをまずび、フォー 
マットはでさません。 

- 1.2 已 M 日でフォーマットしたフ□ッピーディスク 
- 1.23 M 日でフォーマットしたフ□ッピーディスク 

- 720 K 巨でフォーマットしたフ□ッピーディスク 

ま8 :このマニュアルに記載のディスク容量は、 IM 日二1000み yte 、 1白巨二100が byte 換算によるものです。 

Windows 上で1 MB =1024 2 byte 、 1 GB =1024 3 byte 換算で表示される容量ま、このマニュアルに記載のディスク容量よりかなくなりま 
す。 

を目: C ドライブは Windows RE 領域に約] G 目の領域び占有されています。 

そのため、「コンピュータ」の八ードディスクの総容量は、マニュアルの記載よりも約 1 GB かなく表示されます。 

なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、列付けドライプを接続した状態では、「トラブル解みナビ」び正常に動作しな < なりま 
す。ご了承ください。 

ま10 :ドライプの主な仕様は巧の通りです。 

なお、さ数値は仕様上の最大限であり、使巧ディアや動作環境によって異なる場合びあります。 


巳 D/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

24倍速 

- 

- 

CD-R 

24倍速 

24お速 

- 

CD-RW 

24倍速 

1。倍速 

…倍速 

DVD-ROM 

8倍速 

- 

- 

DVD-R 

8倍速 

8倍速 

- 

DVD-R DL 

4倍速 

4倍速 

- 

DVD-RAM 

已倍速 （4.7 白 B / 曰.4白巨） 

巳倍连 C 4.7 G 巨/曰.4白巨） 

已倍速 （4.7 G 巨/曰. 4 G 巨） 

DVD-RW 

6倍速 

白倍速 

巨倍速 

DVD+R 

8倍速 

日倍速 

- 

DVD+R DL 

4倍速 （8 .巳白巨） 

4倍连 （8 .已白巨） 

- 

DVD+RW 

8倍速 

8倍速 

8お速 


注11:使用できるヴンプ U ングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

ま12 :すべての USB 対応周辺機器について動作するちのではありません。 

を13:出荷時の構成による測定値です。 

を14 :電源日 FF 時の消費電力を回避するには、メインスイッチを「〇」側に切り誓えるか、バソコンの電源プラグをコンセントから抜いてください。 
を1已：エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除したちのです。 

ま1日：- 2007年度基準で表示しています。 

■カツコ内のアルファベットは、 「 A は] 0び施け上20096未满、 AA は2000/〇切上巳00%未お、 AAA は巳000んな上」の省エネルギー基準 
達成率であることを示しています。 


パソコン本体の仕様 






















液晶ディスプレイ 


表。、方式 

TFT 

サイズ 

17型 

最大解像度 

1280 X 1024ドッ h 

最大発色数 

1677万色 

画素ピッチ 

0.264 mm x 0.264 mm 


巧蔵 スピーカー 


ち式 

密閉型 

スピーカーユニット 

口径：18 ( mm ) XI 個インピーダンス4.00 

定格入力 

1 W/ch 

音圧レベル 

66.已 dB/W ( m ) 

再生周波数 

820 Hz 〜 20 kHz 


64 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





















LAN 機能 


LAN コント□ーラ 

Broadcom 目 CM 已 787M 

送受信バッファ用 RAM 

送受信各 40 kbyte 

外部インターフェース 

侶日8802 -3 1000目 ASE-T/1 00BASE-TX/1 0BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブルを1 (IGbps :カテコ'1」已 E しソ上、 
100 Mbps :カテゴリ已じ(上、10 Mbps :カテゴリ3じ(上） 

伝送ち式 

ベースバンド 

アクセスち式 

CSMA/CD 

データ転送速度 

1 Gbps . 100 Mbps 、 1 0 Mbps 

配線形態 

スター型 

セグメント最大長 

100m 

最大ノード数/セグメント 

八ブ ユニットミち 2による 


注 1 : • 1000 Mb 日 S は1000 BASE - T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境により変化します。 
■1000 Mbps の通信を巧うためには、1000日 ASE - T に対あした八プび必要となります。また、 LAN ケープルには、1000巨 ASE - 
T に対応したエン八ンスドカテニ fU 巳（カテコ'1」已 E ) な上の LAN ケーブルを使巧してください。お使いのケーブルによっては、正 
しく動作しない場合びありまず。その場合はケープルメーカーにお問い合わせください。 

ミ主2 : A プユニットとは、1000巨 ASE - T /100 日 ASE - TX /10 日 ASE - T のコンセントレータです。 


P POINT 

ネットワークのスピードについて 

LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。八ブユニットの変更などでネットワークの 
スピードび変更される場合、スピードに対応した適切なデータグレードのケーブルを必ずお使い 
ください。 


PS /2 キーボード（ワンタッチボタン付、105キー) 


キー 配列 

10已キー（テンキー付）+ワンタッチボタン（已ケ）+音量 
調節ボタン （3 ケ）+スタンバイボタン 

インターフエース 

PS/2 インターフェース 

ケーブル長 

約1 .8 m 

外形寸法 (W X D X H) 

約 437mm x 約1 70 mm x 約41 mm (チルト未使用時） 

質量 

約920旨（ケーブル含む） 


その他の仕様 


























横スク□—ル機能付 USB マウス（化学式) 


セレクトスイッチ動作お式 

2押ボタン、1ホイール（左ちチルト動作付） 

インターフェース 

USB 1.1 

ケーブル長 

約1 .8 m 

外形寸法 (W X D X H ) 

約目 2 mm X 約11 7 mm X 約3日 mm 

質量 

約9目呂 


66 ^胃#：ミ f ァうレ 011 f ?? ニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 











-ハソコン本体刖 面... . .8 

-パソコン本体側面... . 9 

-パソコン本体内部... . 12 

-パソコン本体背面 . 11 

-ワンタッチボタン . 25 

キーボードコネクタ . 10 

空白 （Space) キー . 13 

ケーブルホール . 11 

光学式マウス . 32 

コネクタカバー . 11, 39 

さ行 

サポートボタン . 25 

周辺機器 . 36 

仕様 

- LAN 機能 . 65 

- PS /2 キーボード . 65 

- USB マウス . 66 

—液晶ディスプレイ . 64 

—内蔵スピーカー . 64 

—パソコン本体 . 62 

スイーベル . 8 

スーパーマルチドライブ . 9 

スタンバイボタン . 13 

X — 力 — . 〇 

た行 

通風孔 . 8,10,11 

ディスクアクセスランプ . .8 

ディスプレイコネクタ . 10 

テンキー . 13 

電源 

—入れる . 17 

一切る . .19 

-切れない場合 . 21 

電源ボタン . 8 

電源/スタンバイランプ . .8 

盗難防止用ロック取り付け巧 . 11 

は行 

バックアップボタン . 25 

半角/全角キー . 13 

ブライトネスボリューム . .8 

へ、ソ ドホン端子 . 8 

ボリュームボタン （+) . 23 

ボリュームボタン（一 ） . 23 

ま行 

マイク端子 . 8 

マウスコネクタ . 10 

メインスイツチ . 9 

メールボタン . 25 


索引 


B 

Back Space キー . 

C 

Caps Lock /英数キー . 

CD/DVD. 

CD/DVD ドライブのお手入れ 
CD/DVD 取り出しボタン ... 
CD アクセスランプ . 

D 

Delete キー . 

E 

Enter キー . 

Esc キー . 

F 

Fn キー . 

L 

LAN コネクタ . 

LAN (ち線 LAN) 機能 . 

M 

Mute (ミ肖音）ボタン . 

S 

Shi 円キー . 

U 

USB 機器 . 

USB コネクタ . 

あ行 

明るさ調節 . 

インターネットボタン . 

インレット . 

液晶ディスプレイ . 

液晶ディスプレイのお手入れ 

お手入れ . 

音量調節 . 

音量調節ボタン . 

か行 

力ーソルキー . 

各部名称 . 

—キ—ボ—卜 . 
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3 
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3 3 
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0 3 
13 
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2 0 
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4 5 9 
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67 







































































メニューボタン . 25 

y f U. .. 41 

メモリスロット . 12 

ら行 

ラインアウト端モ .. 10 

ラインイン端子 . 10 

ロックボタン . 11 

わ行 

ワンタッチボタン . ....13,2日 


68 ^ 01 マこュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 
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